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＜連絡事項＞

· 6/3、SST普及協会東北支部主催の勉強会に参加する者は、本日中に瀧澤まで申し出る事。

· 昨日（5/18）、我満奈津紀様が避妊器具挿入手術行う。軽度の痛みの訴えが聞かれるが、主治医より特に問題はないと話がある。

· 阿部先生の奥様が亡くなったことで、5/21（日）メモリアルプラザ報恩にて葬儀あり。

· 本日中に能力開発カードを提出すること。

＜利用者様情報＞

・晴山　美智子様（39）統合失調症・肥満症　デイケア利用中

情報交換（青明舎・外来・心理・デイケア）

5/18（木）、青明舎・外来・心理・デイケアで最近の本人の状態と今後のアプローチについて検

討を行っている。

（現状）

本人より疲労の訴え聞かれるようになってきており、行動の落ち着きのなさ、言動が一致しない

事見られている。また、悲観的発言多く聞かれる事・鏡を見ることが多くなり、髪をいじる事が

多くなったとの発言聞かれることある。5/15外来受診時、主治医より1週間仕事を休み体を休め

るよう指示ある。しかし、青明舎からは仕事に休まず行くようにとの指示を同日にあり、本人よ

り「どうしたらいいの」と相談しに来られる事ある。各関係機関にて連絡調整し、今週1週間は

仕事を休むよう本人に再度説明している。

⇒青明舎では仕事面でのアプローチを続け青明舎スタッフ間で、指導・助言役・相談役等、役割を明確にしていく。外来・心理では、本人の話に傾聴し気になる言動が見られる際には関係機関に随時情報提供していく。通所では、ご家族との連絡役を担い自宅での様子や、自宅での休息の場を確認できるようにアプローチしていく。

・大釜　久直様（55）統合失調症　デイケア利用中

　　①声高での話し掛け多い②話の内容にまとまりが無い③女性に関する発言、接触④落ちつきがない等の問題点があり、月曜日の来所後より休んでいた。本日通所するが未だ上記症状改善されず、家族連絡する事としている。また、他者と話をする際距離が近すぎる事から、過度になった場合はスタッフ介入する事としている。ご家族に、本日の様子について報告し、休み期間中の様子について情報収集する。

・秋山　和子様　（45）　知的障害・統合失調症　デイケア利用中

　　昨日、今月末に予定されているおやつクラブについて、金銭面での問題から参加を拒否し昼食後に帰宅したいとの話があった。また、現在母親は体調不良により病院受診されており、父親も亡くなっていることからお金は払えないと話す。

デイケアは基本的に10：00～16：00までの定まった時間での利用であり、プログラムにより参加せず帰宅する事は出来ない事伝え見学でも良い事を伝えている。説明に対し納得いかずファイルを3度机に叩きつける事ある。

⇒今後はおやつクラブを選択プログラムとしていく事を検討。その件を本人に伝え納得して頂いている。また、お母様へ最近の様子について連絡している。

・稲垣　ふき様　（62）　統合失調症　　デイナイトケア利用中

　　本日便失禁あり青風荘へ一時帰荘している。

⇒便・尿失禁については稲垣様に限らず他の利用者様にもみられている。原因の一つには加齢によるものとも考えられる為、介護予防運動を取り入れていく。また、漏れの危険性がある方についてはパットの使用について青風荘と検討していく。

・巴　　勇樹様　（27）　統合失調症　デイケア利用

　　経過報告

現在、本人より作業所の利用希望あり、作業能力評価をスタッフ・本人の双方で実施する為に「アンデルセン」実施。始めは30分の作業時間から開始したが、1ヶ月経過後の現在では1時間となり30分の延長と作業量の拡大が出来ている。また、カッターなどの物品の取り扱いから片づけまで自ら行う事が出来ている。作業内容については、「あんでるせん」の紙切り作業を行っている。ご家族からも作業所利用希望が聞かれていた為、定期的に本人の状況について報告する事としている。

　・高島　吉太郎様　（72）　統合失調症　デイナイトケア利用中

　　本日レストラン誘導の際、いつもより歩行のふらつき多く要注意としている。最近、レストラン・青風荘などの行き帰りの歩行時にふらつく事が多く見られるため、要注意としていく。

　　また、小野寺様・高島様については、レストラン行き帰りの際間違えて青風荘へ行ってしまう事がある為、スタッフ付添いにて対処する事とする。

　・中村　与一郎様　（30）　統合失調症　デイナイトケア利用中

　　最近、自主的に取り組んでいる運動プログラムを休みがちであり、その他のプログラムについても気分により参加できない事がある。また、一つのプログラムに力を入れすぎ他のプログラムに参加できないこともある事から、面談を通して新たに目標設定すると共に、本人の力配分について一緒に検討していく事とする。

＜カンファレンス内での事例検討の進め方について＞

1 カンファレンス予定表作成時にその日の検討者を決めておく。

2 担当者は事前に資料をまとめておき、関係機関へも連絡し情報提供しておく。

3 当日はカンファレンスが始まる前に、担当者がホワイトボードにその日ケースにあがっている方の最近の様子や問題点・面談での通所目標等の情報を記載しておく。

4 当日は司会者が時間を有効に使う事が出来るよう時間配分し、上手く進めていく。

